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アンガージュマンとはフランス語で社会参加という意

2014年  3月のアンガージュマンの予定
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2014年  3月のアンガージュマンの予定

山形物産市
　(はるかぜ書店前)

14:00～16:00
保護者会

今月のボランティア募集

　イベント　　　    日付 　　　　 定員　　　主な活動内容

春まつり　　　　3/10～3/12　　　　５名　商店街手伝い（福引補助）
はるかぜ書店　　平日 9:00～11:00  ２名　品出し、陳列、配達
ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ　　　  平日10:00～16:00　５名　話やゲームの相手、ともに過ごす
物産市　　　　  3/11　 　　　　 　３名　物品販売、品物陳列、チラシ配布
通信発送作業　  3/28　      　  　５名  通信の折り、封入、封止め
下校時の防犯　  平日14:40～16:00  ２名　町内の巡回、見守り

第５回かながわNPO映像祭
　　　　　優秀賞　受賞！！

「熊五郎とハチ」

※YouTubeで視聴できます。

平成26年4月1日より実施される消費税の増税に伴い、
利用料金を改定致します。
料金表はホームページ等で告知致します。
利用料金の詳細やご不明の点につきましては、
事務局までお問合せ下さい。

ケイコ’ｓレシピ　「パイナップルソース」
①　生のパイナップルとパインジュースを圧力鍋で１０分加熱。

②　①をバーミックスで混ぜて、ピューレ状にする。

③　味見をしてから砂糖を加えて、煮詰める。

※昼食会ではココナツミルク寒天に添えました。ヨーグルトにも合うよ☆

講演前の様子

シェアハウス講演会

　２月２０日に横須賀市保健所健康づくり課が主催した平成
２５年度社会的ひきこもり講演会「ひきこもり当事者が、　
　シェアハウスの生活を経て得たもの」が行われました。
冒頭簡単にアンガージュマンの活動紹介を、その後シェアハ
ウスの活動紹介を行いました。シェアハウスの紹介では、私
島田だけではなく、昨年の通信で度々登場した「イ君」こと
浅井祐介さんが体験談を話しました。話を聞きにきた２０名
ほどのほとんどはひきこもり当事者の親御さんたちというこ
ともあり、体験者の話は興味深かったようです。

　平成２４年１０月３０日に開始したシェアハウスも１年を経過。果たしてどのような効果があるか、
お伝えする機会になりました。また、講演で話したことを改めて誌面でご紹介したいと思います。

　はるかぜ書店がひきこもり当事者により６年ほど運営されてきました。そこで蓄積されたノウハウ
を基に、この事業は始まりました。自分で自分のことをする。生活の技術を身につける。仲間との共
同生活をすることでコミュニケーションを学ぶ。家庭や自分の部屋から一歩出て、社会参加するまで
の間にあるスモールステップの一つ一つを体験する機会を提供することが目的です。

　家族と離れて生活をしてみたいが、一人暮らしはハードルが高い。親との関係がうまくいかない。
入居者にとって入居の理由も様々です。入居すると自室に引きこもるわけではなく、共有のリビング
で過ごす時間の多い暮らしが始まります。料理が苦手なものは皿洗いをする、など家事の役割分担も
自然発生的に決まります。

　最初お互いに探りながら、いい距離感を保つ。その後はいわば家族のような関係になります。浅井
さん曰く、入居者同士のコミュニケーションや距離感をつかむことが最も苦労した、とのことです。
自宅に戻った時には親、家族との関係が良くなったと入居者のほぼ全員が話しています。

　ここで浅井さんが親に向けて話したアドバイスを載せます。

　子どもが何年も引きこもっていて何のスキルもないと思っていることでしょうが、案外大丈夫です。
自分は何の覚悟もなく外に出てきました。しかし、はるかぜ書店での研修を続けることが出来ました。
家事は一切出来なかったにも関わらず、一年間親元を離れて暮らすことも出来ました。先行き（特に
親の死んだ後）の不安は分かります。でも、きっと大丈夫です。

　最後にアンガージュマンからひきこもる若者たちへのメッセージを記します。
　アンガージュマンはいつでもあなたが来ることを待っています。
　４月から新しい生活をシェアハウスで始めませんか。　　　　　　　　　　　          島田徳隆
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ボランティア 職業体験の意義

ご寄付ありがとうございます！

新年度会員募集  職場体験に来た中学生の報告書を読んでみました。印象に
残ったのは、「学校に来られないような人を受け入れているの
で、その人たちへの思いを聞いて、すばらしいと思いました。
」、はるかぜ書店での３日間の体験活動で学んだことを日常生
活のなかで実践し、「多くの人から褒められました」という２
つの内容でした。
　少子化のなかで、同世代のパイの取り合いが続けば、二極化
といわれる状況はさらに進み、対立が起こるかも知れません。
そのなかで同世代間での共感の機会になっていることを感じま
した。
　地域のつながりが薄れ、いつの間にか世話好きの（時に口う
るさく思えた）おじさん、おばさんは見かけなくなりました。
商店街のシャッターが閉じた状態になった時からか・・・。こ
うした自分の親以外の社会的な親の存在がここにあり、自然と
身になることがあるのだと思います。
　接客の基本となる挨拶の仕方を通じて、人と人との関わりの
大切さを知った中学生の行動は、ここで学んだこと以上に、生
きる糧を得たのだと思います。      　　　　　　　石川隆博

　受験生の皆さんお疲れさまでした。
　２月14日（金）の県立高校の共通選抜の日は、大雪でした。
　みんな寝坊してないだろうか、バス乗り遅れなかっただろうか、電車が止まったりしないだろうか、前日
に急きょ面接の練習をして欲しいと来た生徒はちゃんと志望動機を言えただろうか、緊張で固まってないか、
今頃、1時間目終わったかな、お昼ごはん食べているかな・・・などなどスタッフは勝手にハラハラ、ドキ
ドキしながらアンガージュマンで過ごしていました。

　さて、約一年間、がんばってきた成果は発揮できたでしょうか。結果も大切ですが、それがどうであれ、
自分自身にやりきった感があればいいと思っています。

　行きたい高校に行く人、そうでない人、色々な人がいると思います。所詮、高校は長い人生の一つの小さ
な通過点でしかないと僕は思います。
　これから先、たまたま行く学校で、たまたま出会った友達や、たまたまやった事、”たまたま”の積み重
ねが自分の成長になるだけ。さらにその先、たまたまやりたい事が見つかったり、たまたまもっと勉強して
みたくなったり、たまたま彼氏彼女が出来てみたり（？）。
　たまたま学校の先生になりたくなったり、たまたま、アンガージュマンに来ることになったり。
　…（誰の事？）
　
　僕は、人生をそんな風に考えています。

　だから、どんな結果だろうと、受け入れてみて、知ってみて、やってみる。
　やってみて、始めて気づくこと、今まで考えてもみなかった発見がたくさんあると思います。
　そして、それを自分の中に取り込む！　知らないことを知っていくことはとても面白いです。

　あらためて自分の事を考えてみると、自分の思い通りになることなんて、そう滅多になかった気もします。
流れに身をまかせ、その場その場で自分の力を発揮させようとしていく中で、以前の自分と今の自分が変化
していき、”ＮＥＷ自分”ができあがっていき、今に至っている気がします。

　どうせやるならトコトン！！ってわけではありませんが、新しい生活を前向きにやってみてはどうでしょ
う。色々な道に枝分かれしている人生、新しい道に踏み込んでは戻って、違う道に、あっちいったりこっち
いったりしながら楽しんで下さい。

　まずは、初めての受験生という生活の体験で疲れたでしょうから、ちょこっとお休みして、新たな高校生
という生活の中で、新しいこと、新しい生活、新しい人生のステージを楽しんでください。

　あばよ！！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川亦伸治

　僕は、「あれせい、これせい」と生徒に努力を課すことをしません。努力は生徒自らが自主的に行うもの
であって、努力せよと生徒に求めることが講師の努めだとは思っていないからです。僕は講師として授業を
きちんとやる。少なくともそのように努めている。だけど、授業をちゃんと受けるとか、授業以外のほとん
どの時間をどのように過ごすかは、やはり生徒の自身の努力によるものです。

　週に１度の授業の中で、生徒たちそれぞれの、たとえば学校での、そして家庭でのたくさんの取り組みの
中から、ほんの一部だけを垣間見ることができました。
　自宅用の勉強ノートに丁寧にびっしりと書いて勉強したキミを見ました。
　１年間で中学数学の全範囲、大量の宿題を全てやり切って、一度も休まずに駆け足でついてきたキミを見
ました。
　進研ゼミの受験対策テキストを全部埋めて、３回目の復習を始めたキミを見ました。
　学校の課題の多さに四苦八苦しながら、やりたいこともたくさん抱えて、全力でがんばっているキミを見
ました。
　学校の先生が作成した試験対策プリントを持ってきたキミは、自宅で何度もプリント解いてみたのでしょ
う。キミは成績が２から４にあがるかもと学校の先生を驚かしたそうですね。
　
　そして、受験も近づいた１月、２月。面接の練習では、しっかりと落ち着いて対応するキミたちの姿は、
僕が想像していたよりも、ずっと大人でした。
　さて、これからのキミたち、冒頭にも書きましたが、努力は自分が成長するために自らに課すものです。
僕は勉強は本来、成長を促すためにあると思っています。勉強し本をたくさん読んで、賢くユーモラスに、
そしてしなやかに。行っけ～！
　
　最後に、みんな、よく頑張ったね。そして、たくさんの元気をありがとう。
　これから高校生になるキミにもらったバレンタインのチョコは、部屋に飾ってしばらくは眺めておきたい
と思います。味のほどは、思い出が詰まって、おいしいと最初から決まっています。　　　　　戸ノ岡哲也

受験を終えたみんなへのメッセージ

第17回　神奈川県学校・フリースクール等連携協議会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＆　不登校相談会

２月１日に大和市で開催。連携協議会では私が横須賀市を代表して
学校とフリースクール等との連携を紹介し、県内各地より集まった
委員に協議の材料としていただきました。形ばかりの連携にならな
いよう、今後も積極的に取り組んで参ります。　　　　　島田徳隆

　４月で新しい年度に変わります。NPO法人は会員が運営に携わることが特色です。アンガージュマンは全
国に先駆けて不登校・ひきこもりの課題解決に取組むユニークかつ注目度の高い団体になっています。皆さ
んの継続的な支援により徐々にではありますが、行政の施策にも反映されています。
　正会員は社員総会での議決権があり、団体の活動に積極的に関わることができます。支援会員には議決権
はありませんが、団体を支える御意志を表明出来ます。次年度もぜひアンガージュマンの会員として活動を
支えてください。もちろん、年会費だけでなくご意見やご指導もいただきたいと願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田徳隆

　先月の通信で寄付のお願いをいたしましたが、おかげさまで地道に増えています。誌面をもって感謝の意
を表します。どうもありがとうございます。毎月、通信を東中里町内会に回覧させていただいています。ご
近所の方々にもご寄付いただいています。重ねて御礼申し上げます。
　正直に申し上げて、「お金」よりも「気持ち」の有り難さが心に響きます。私たちだけでは力不足ですが、
支援のお気持ちをいただくと背中を押され、非常に心強く活動に取り組むことが出来ます。今後も引き続き
ご支援、ご指導賜りたくお願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島田徳隆
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